
                           

 

学 長 定 例 記 者 会 見  要 項 

 

 

日  時： 平成２８年５月１７日（火） １１：００～１２：００ 

場  所： 事務局第二会議室（小白川キャンパス事務局棟４階） 

 

    発表事項   

１． 山形大学発のプリンテッドエレクトロニクス技術を事業展開するベンチャー企業設

立について 

２． 山形大学都市・地域学研究所及び大学院社会文化システム研究科と大石田町と

の連携事業について 

３． 特別プロジェクト「いま、言葉を東北の灯（ともしび）に」－高校生朗読コンクール 出

場者・群読劇出演者を募集－ 

４． 平成２８年度奥の細道マイスター養成講座について 

５． テニス東北学生春季トーナメント大会で本学学生が2連覇を達成しました 

 

 

  お知らせ   

１． 第4回学長特別講演会シリーズ「山形から世界へ」を開催します 

２． 「Ｇ７茨城・つくば科学技術大臣会合 特別展」に出展します 

３． 「山形大学安達峰一郎研究プロジェクト」成果報告シンポジウム－世界の良心 安

達峰一郎－について 

４． クラゲマイスター養成講座（初級）／スライムマイスター養成講座（初級）のご案内 

５． 公開講座「映画・写真・絵画・文学におけるドキュメンタリーとフィクション」のご案内 

６． 山形大学都市・地域学研究所１５周年記念講演・祝賀会について 

７． 大学コンソーシアムやまがた「やまがた夜話」の開催 

８． 「広
こ う

開土
か い ど

王
おう

碑
ひ

拓本
たくほん

」の特集展示を開催します 

 

（参 考） 

○ 次回の学長定例記者会見（予定） 

日  時：平成２８年６月７日（火）１１：００～１１：４５ 

場  所：事務局第二会議室（小白川キャンパス事務局棟４階）   



学長定例記者会見（５月１７日）発表者 

   

１． 山形大学発のプリンテッドエレクトロニクス技術を事業展開するベンチャー企業設立に

ついて 

有機エレクトロニクス研究センター長  時任
ときとう

 静士
し ず お

  

学術研究院  熊木
く ま き

 大介
だいすけ

 准教授（大学院理工学研究科担当） 

   

２． 山形大学都市・地域学研究所及び大学院社会文化システム研究科と大石田町との連

携事業について 

大学院社会文化システム研究科長  清塚
きよづか

 邦彦
くにひこ

  

学術研究院  松尾
ま つ お

 剛
けん

次
じ

 教授（人文学部担当） 

大石田町 町長 庄司
し ょ う じ

 喜與
き よ

太
た

   

 

３． 特別プロジェクト「いま、言葉を東北の灯（ともしび）に」－高校生朗読コンクール 出場者

・群読劇出演者を募集－ 

学術研究院  山本
やまもと

 陽史
はるふみ

 教授（基盤教育担当） 

地域教育文化学部 ４年 犬飼
いぬかい

  和
やまと

 

 

４． 平成２８年度奥の細道マイスター養成講座について 

学術研究院  山本
やまもと

 陽史
はるふみ

 教授（基盤教育担当） 

 

５． テニス東北学生春季トーナメント大会で本学学生が2連覇を達成しました 

地域教育文化学部２年  清水
し み ず

 優
ゆ う
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                                  平 成 ２ ８ 年 ５ 月 １ ７ 日 
山 形 大 学 
科学技術振興機構（ＪＳＴ） 

 

山形大学発のプリンテッドエレクトロニクス技術を 

事業展開するベンチャー企業設立 
 

山形大学有機エレクトロニクス研究センター（ＲＯＥＬ）の時任静士教授と熊木大介准教授らは、科学技術

振興機構（ＪＳＴ）の研究成果展開事業大学発新産業創出プログラム（ＳＴＡＲＴ）の支援により得られたプリン

テッドエレクトロニクス注 １）に関する研究開発成果をもとに、微細な印刷半導体回路注 ２）を実現する銀ナノ粒子

インク注 ３）の開発・販売や、その応用製品であるフィルム型のセンサデバイスを試作・開発する「株式会社フュ

ーチャーインク」を設立しました。株式会社フューチャーインクでは、高性能な印刷半導体回路を形成する技

術をコアテクノロジーとして、ヘルスケアセンサを始めとした高付加価値なプリンテッドデバイス注 ４）をより低コス

トで提供することで、だれもが快適で暮らしやすい社会の実現を目指します。 

 

１．企業概要 

社名：株式会社フューチャーインク（Future Ink Corporation） 

設立日：平成２８年４月１日 

所在地：山形県米沢市城南４－３－１６（山形大学工学部キャンパス内） 

資本金：１，０００万円 

役員：代表取締役社長 時任静士、取締役副社長 熊木大介、他４名 

事業内容：  

株式会社フューチャーインクは、山形大学有機エレクトロニクス研究センターのプリンテッドエレクトロニクス

に関する材料技術、プロセス技術、デバイス技術を事業展開し、高性能な印刷半導体回路を実現する「銀ナ

ノ粒子インクの製造・販売」やこれを応用したヘルスケアや医療応用等に向けた「プリンテッドデバイスの試作

・販売」を行っていきます。（図１参照） 

プリンテッドデバイスは、薄いフィルム上に印刷プロセスで形成された電子デバイスで、人に貼って使うこと

や衣服として装着した際にも違和感が無いフィルム型のセンサデバイスを実現できるため、ヘルスケアや医療

分野において今後ニーズが大きく拡大すると期待されています。 

一般的に、センサの制御やセンサで得られた信号を処理して無線で情報送信するには、薄膜トランジスタ

（ＴＦＴ）注 ２）を多数組み込んだ半導体回路が不可欠となります。しかしながら、これまでのプリンテッドエレクトロ

ニクス技術では、そのように複雑な印刷半導体回路を形成することが困難でした。 

株式会社フューチャーインクでは、「低温」、「１０μｍ以下の微細な線幅」、「高い歩留り」で半導体回路を

形成できる優れた特徴をもつ銀ナノ粒子インクの開発に成功しています。また、ロール・ツー・ロール注 ５）印刷

プロセスを使った大規模な半導体回路やセンサデバイスの製造技術の開発も進めており、プリンテッドエレク

トロニクスの中でも特に、高性能な印刷半導体回路を形成する技術に強みを持っています。 

この印刷半導体回路を中心としたプリンテッドデバイスの事業化を進めて、ヘルスケアセンサや大面積シー

ト型センサ（図２参照）、電子ペーパーといった、高付加価値の新しい電子デバイス市場の開拓を目指しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

図１ 株式会社フューチャーインクの事業イメージ 

 

 
  

図２ ９０ｃｍ×６０ｃｍのＰＥＴフィルム上に、ロール・ツー・ロール方式のインクジェット印刷装置で試作した大

面積印刷回路（東レエンジニアリング株式会社との共同開発） 

 

 

 

 

 

 



 

２．研究開発の内容 

山形大学有機エレクトロニクス研究センター（ＲＯＥＬ）の時任教授、熊木准教授の研究グループでは、全て

印刷プロセスで形成したＴＦＴ回路の高性能化や、ロール・ツー・ロール方式のインクジェット印刷装置による大

面積ＴＦＴ回路の試作、タンパク質、アミノ酸、糖質などの生体を構成する材料を電気的にセンシングする有

機ＴＦＴ型バイオセンサの開発など、プリンテッドエレクトロニクスに関連した、材料、デバイス、プロセス技術を

網羅する研究開発を進めています。 

特にＳＴＡＲＴでは、印刷半導体回路の高性能化にフォーカスし、微細な配線を形成する印刷装置に適用

可能な銀ナノ粒子インクの開発や、大規模な印刷装置に適用できる量への銀ナノ粒子インクの製造スケール

アップ、それを用いたロール・ツー・ロール印刷プロセス開発に関する研究を進めてきました。 

その結果、従来の技術では難しかった銀ナノ粒子インクの表面エネルギー注 ６）制御に成功し、従来のインク

ジェット印刷では難しかった線幅１０μｍよりも微細な配線を形成することに成功しました。また、銀ナノ粒子イ

ンクの製造量について、合成プロセスの最適化等により、ラボスケール（１ｇ）からロール・ツー・ロールインクジ

ェット印刷装置などが扱えるスケール（５０ｇ）へのスケールアップも達成しています。さらに、開発した銀ナノ粒

子インクを用いて作製したＴＦＴにおいて、センサを十分に駆動できる１ｃｍ２／Ｖｓのホール移動度注 ７）が得られ

ており、本技術で得られるＴＦＴが実用に耐えうることを確認いたしました。これらの研究開発成果については、

銀ナノ粒子インクに関する特許をはじめとして、フレキシブルデバイス注 ８）で重要となる電極密着性の向上技

術に関する特許なども権利化しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜用語解説＞ 

注１） プリンテッドエレクトロニクス 

印刷プロセスを用いて電子回路を形成する研究分野の総称で、とくに小型・薄膜状の電子デバイスを大量

に低コストで製造できる技術が産業的に非常に注目されています。 

 

注２） 印刷半導体回路、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ） 

印刷プロセスを使って形成された半導体回路で、センサの信号増幅回路や表示素子の駆動回路などに応

用できます。半導体回路は、数百～数万個の薄膜トランジスタ（Ｔｈｉｎ Ｆｉｌｍ Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ：ＴＦＴ）で構成され

ています。ＴＦＴは複数の電極層や半導体層、絶縁層から成る積層構造であるため、印刷プロセスを使って高

性能な半導体回路を形成するには、高精度な塗り分け（パターニング）など非常に高度な技術が必要とされ

ます。 

 

注３） 銀ナノ粒子インク 

数ナノから数十ナノメートルの銀粒子を溶媒に分散させたインクで、印刷して配線を形成できる電極材料で

す。 

 

＜山形大学有機エレクトロニクス研究センター（ＲＯＥＬ）について＞ 

山形大学では、有機エレクトロニクス、プリンテッドエレクトロニクス、フレキシブルエレクトロニクスといった

次世代エレクトロニクスをコアとする研究開発拠点事業を推進しています。拠点の中核となる有機エレクト

ロニクス研究センター（ＲＯＥＬ）では、次世代エレクトロニクスの開発を目的とする共同研究企業が５０社以

上集積していると同時に、数多くの海外研究機関とも連携しており、プリンテッドエレクトロニクスの世界的

な研究拠点の一つとして注目されています。 

今回の企業の設立は、以下の事業の研究開発成果によるものです。 

研究成果展開事業 大学発新産業創出プログラム（ＳＴＡＲＴ） 

プロジェクト名：「微細印刷集積回路に向けた高精細、高機能な銀ナノ粒子インクの開発、製造・販売」 

研究代表者：熊木大介（山形大学 有機材料システム研究科 准教授） 

事業プロモーターユニット：東北イノベーションキャピタル株式会社 

研究開発期間：平成２５～２７年度 

ＳＴＡＲＴでは大学等の革新的技術の研究開発支援と、民間の事業化ノウハウを持った人材（事業プロ

モーター）ユニットを活用した事業育成を一体的に行い、企業価値の高い大学発ベンチャーの創出を目指

しています（詳細情報：http://www.jst.go.jp/start/）。 

ＳＴＡＲＴは平成２４年度に大学発新産業創出拠点プロジェクトとして文部科学省により創設され、平成

２７年度からＪＳＴに大学発新産業創出プログラムとして移管されました。 



 

注４） プリンテッドデバイス 

印刷プロセスを使って作製された電子回路や電子デバイスを指します。 

 

注５） ロール・ツー・ロール 

ロール状に巻いたフィルムを巻き送り出しながら任意の加工（インクジェット印刷など）を施し、再びロール状

に巻き取るプロセスです。低コスト化を実現できるフレキシブルデバイスの究極的な製造技術として期待され

ています。 

 

注６） 表面エネルギー 

固体表面（基板）に対する液体（インク）の濡れ広がりやすさの指標となる物性値です。銀ナノ粒子インクを

濡れ広がりにくいインク特性に改良することで、より微細な配線を形成することが可能となります。 

 

注７） ホール移動度 

移動度は電荷（電子またはホール）が物質中を移動する際の移動のしやすさを表す物性値で、単位電場

（Ｖ／ｃｍ）当たりの電荷の移動速度（ｃｍ／ｓ）で表現し、半導体材料の電気的特性の優劣を示します。電子

移動度とホール移動度の２種類ありますが、有機半導体を使った有機トランジスタでは、一般にホール移動

度の方が高い移動度を示します。 

 

注８） フレキシブルデバイス 

柔らかく、曲げることができる電子回路や電子デバイスを指します。従来の硬い電子デバイスでは作れなか

った円筒状に丸められる電子回路や、衣服にセンサ機能をもった電子デバイスなどが次世代技術として注目

されています。 

 

 

＜本件お問い合わせ先＞ 

＜株式会社フューチャーインクに関すること＞ 

株式会社フューチャーインク 

担当：熊木大介 

TEL: 0238-26-3290、FAX: 0238-26-3788 

E-Mail : d_kumaki@yz.yamagata-u.ac. jp 

 

＜ＳＴＡＲＴ事業に関すること＞ 

科学技術振興機構 産学連携展開部 ＳＴＡＲＴ事業グループ 

〒102-0076 東京都千代田区五番町７ Ｋ’ｓ五番町 

担当：松村郷史、東出学信 

Tel：03-5214-7054、Fax：03-3238-5373 

E-mail：start@jst.go.jp 

 

＜報道担当＞ 

山形大学 総務部総務課（広報室） 

〒990-8560 山形市小白川町１－４－１２ 

担当：菅井久美子 

TEL:023-628-4008、FAX:023-628-4013 

E-mail：koho@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 

 

科学技術振興機構 広報課 

〒102-8666 東京都千代田区四番町５番地３ 

Tel：03-5214-8404、Fax：03-5214-8432 

E-mail：jstkoho@jst.go.jp 
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                                   平成２８年５月１７日                  

山 形 大 学 

 

山形大学都市・地域学研究所及び大学院社会文化システム研究科と 

大石田町との連携事業について 
山形大学都市・地域学研究所及び大学院社会文化システム研究科では、地域活性化の

ために、平成２８年度より大石田町との連携事業を実施することとなりました。 
今年度は、都市・地域学研究所の事業のうち、寺子屋子ども大学と公開講座の２事業

を、また、大学院社会文化システム研究科では、課題解決型の授業を大石田町と連携し
て取り組みます。 

 

（１）目的・経緯 
 学術研究院教授松尾剛次が、昨年度から大石田町の大石田町まち・ひと・しごと創
成有識者会議委員長を務め、地域創生に協力しています。今年度からは、山形大学都
市・地域学研究所と大学院社会文化システム研究科とも連携し、地域活性化のために
様々な活動を行うことになりました。 

 
（２）都市・地域学研究所との連携事業 
  寺子屋子ども大学「トムソーヤの冒険in最上川」 

   これまで、寺子屋子ども大学では、大学キャンパス内で子供向けの科学実験や音楽
教室など楽しい学習企画を実施してきました。今回は、福島県からの避難家庭及び山
形市内の一般家庭の小・中・高校生を対象に大石田町の大自然の中で最上川下りを体
験していただく企画です。 
開催日：平成28年7月24日（日） 
※詳細は別紙をご覧ください。 

 
  公開講座「山形の魅力再発見パート14」 
   「山形の魅力再発見」として、山形の歴史や文化にスポットをあて、毎年公開講座

を行っておりますが、今年は大石田町の魅力を再発見する社寺巡礼（大石田町乗舩寺
～町内散策）を盛り込みました。 

   開催日：平成28年9月3日（土）、17日（土）、10月1日（土） 
※詳細は別紙をご覧ください。 

 
（３）大学院社会文化システム研究科との連携事業 
  プロジェクト演習Ⅲ（大石田町旧鷹巣小学校） 
   旧鷹巣小学校に保存されている民具類の整理、調査を学生と共に行います。 
   担当：松尾剛次、十川陽一 
   日程：平成28年8月12日（金）、13日（土）、9月7日（水）、8日（木） 

 

 

（お問合せ先） 

・都市・地域学研究所との連携事業について 

   山形大学都市・文化研究所 太田・結城 

   電話 023-628-4871 

・大学院社会文化システム研究科との連携事業について 

   学術研究院 教授 松尾剛次（人文学担当） 

   電話 023-628-4917 



寺子屋子ども大学、山形大学都市・地域学研究所 大石田町連携事業 

 

寺子屋子ども大学特別授業 夏休み特別企画 

「トムソーヤの冒険 in最上川」 

～ゴムボートに乗って最上川を下ってみよう～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時   平成 28年 7月 24日（日）終日 

行 程   山形大学集合（7:50）⇒川端船着き場（9:30）事前説明後舟下り⇒川前船着き場（12:00）

⇒あったまりランド深掘り（12:10）着替え・入浴・昼食⇒山形大学到着・解散（15:00） 

       ※大石田町マイクロバス（26名乗り）にて移動 

参加対象  福島県からの避難家庭および山形市内一般家庭の小・中・高生（小 

学 4年生以上） 

参加人数  募集定員 20名、同行スタッフ 5名 

参加費用  500円（保険料、昼食代） 

備 考   ・5/18～申込み受付開始 先着 20名（定員になり次第〆切）  

・雨天時は大石田町めぐりイベントへ変更（大石田町資料館とスイカオーナー収穫

イベント） 

      ・大石田「遊 be 隊」協力の下、全員がライフジャケットを装着し、陸上と水上から

監視指導をし、安全対策を行う 

主 催   寺子屋子ども大学 代表 松尾剛次 

連 携   大石田町まちづくり推進課 



２０１６年度 山形大学都市・地域学研究所 

ＮＰＯ法人山形の魅力再発見プロジェクト・大石田町 共催 公開講座 

 

 

 

 

 

 

 

９月３日（土） 

東北の義経伝説と奥浄瑠璃―『奥の細道』を出発点にして   全３日 ５講座 

都市・地域学研究所 所員 人文学部准教授 宮腰 直人 

「古代の出羽―山形県域を中心に―」 

都市・地域学研究所 所員 人文学部准教授 十川 陽一 

9月１７（土） 

社寺巡礼 山形県大石田町乗舩寺～町内散策 

都市・地域学研究所 所長 人文学部教授 松尾 剛次 

１０月１日（土） 

「地震・雷・火事・親爺」 

都市・地域学研究所 所員 農学部教授 野堀 嘉裕 

方言研究史と山形方言 

都市・地域学研究所 事務局長 人文学部准教授 中澤 信幸 

 

 

 

［賛助会員］ 山形建設（株）,（株）シェルター,（株）荘内銀行,寶光院，（株）山形銀行，山形パナソニック（株） 

トヨタカローラ（株），弘栄設備工業（株），（株）三陽製作所，（株）きらやか銀行，坂部印刷（株），安国寺， 

香道 大枝流主宰 三品隆昭，（株）カキザキ 山形国際ホテル 

 

大石田町 乗舩寺 

山形の魅力再発見パート１４ 

  

13:00～16:10 

山形大学人文学部１号館 102教室 

 

13:00～16:10 

山形大学人文学部１号館 102教室 

 

9:00～16:00 昼食：大石田蕎麦付き 

集合場所 山形大学小白川キャンパス 

 

＜申込締切＞ 

８月１９日（金） 

＜受講料＞ 

7,000 円（1日のみは 3,500 円） 

9 月 17 日昼食付・バス代は掛かりません 

＜募集人員＞ ２５名 

＜問い合わせ・申込先＞ 

〒990-8560  

山形市小白川町 1-4-12  

山形大学都市・地域学研究所 

（TEL/FAX）023-628-4871（午前） 

E-mail: 

kmatsuo@human.kj.yamagata-u.ac.jp 
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                                 平成２８年５月１７日              

山 形 大 学 

特別プロジェクト「いま、言葉を東北の灯（ともしび）に」 

－高校生朗読コンクール出場者・群読劇出演者を募集－ 

第９回山形大学高校生朗読コンクールへの出場者及び群読劇「恩讐の彼方に」

への出演者を募集します。 

 

◆高校生朗読コンクール・群読劇開催概要 

 日時：平成２８年１０月９日（日） １３時～１７時 （時刻は予定です） 

 場所：遊学館（山形県生涯学習センター）ホール（山形市緑町一丁目2-36） 

第１部  第９回山形大学高校生朗読コンクール 

 参加資格：東北６県の高校に在籍する高校生 

      録音による予選審査を経て、１０名程度が本選に出場予定。 

 予選朗読課題文：浜田廣介著 「まぼろしの鳥」全文 

  ※本戦は浜田廣介の別の作品を出場者に割り当てます。 

第２部 群読劇「恩讐の彼方に」上演 

 出  演：一般市民（公募）２０名程度・山形大学学生 

 上演作品：菊池寛著「恩讐の彼方に」 

 ※基盤教育「舞台をつくる2016」の受講生を中心に山形大学学生が企画運営にかかわり 

  ます。 

 

◆背景 

 山形大学では平成２０年度から高校生朗読コンクールを主催してきました。平成２４年

度からは特別プロジェクト「いま、言葉を東北の灯（ともしび）に」の一環として、高校

生朗読コンクールと同時に群読劇を開催しています。 

 昨年度は、一般市民、山形の子どもたち、山形大学学生が出演する群読劇「ビルマの竪

琴」を同時開催しました。朗読コンクールには東北６県の高校から７４人の応募があり、

群読劇では、俳優の磯部勉さん、女優の大西多摩恵さんとともに４０人のメンバーがステ

ージで熱演しました。 

 今年度は、菊池寛の名作「恩讐の彼方に」を題材とした群読劇を山形大学学生と一般市

民の皆様の参加を得て上演します。 

 

 

 （お問合せ先） 

 山形大学 ｴﾝﾛｰﾙﾒﾝﾄ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ部 社会連携課 

 電話：023-628-4016 



出
場
者
募
集

予
選
課
題

『
浜
田
廣
介
童
話
集
』か
ら「
ま
ぼ
ろ
し
の
鳥
」

第
9
回
山
形
大
学
高
校
生
朗
読
コ
ン
ク
ー
ル

　
第
9
回
を
迎
え
る
山
形
大
学
高
校
生
朗
読
コ
ン
ク
ー
ル
、

今
年
は
予
選
・
本
選
と
も
山
形
県
高
畠
町
出
身
の
浜
田

廣
介
の
作
品
を
取
り
上
げ
ま
す
。

　
予
選
課
題
文
は
短
編
童
話「
ま
ぼ
ろ
し
の
鳥
」で
す
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
5
年
を
経
た
本
年
、東
北
の「
心
」

を
す
ぐ
れ
た
作
品
を
味
わ
い
な
が
ら
考
え
る
機
会
と
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
東
北
地
方
の
多
く
の
高
校
生
の
応
募
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

山形大学特別プロジェクト「いま、言葉を東北の灯に」
ともしび

平成28年10月9日（日）13：00～17：00

主催：国立大学法人山形大学

第9回山形大学高校生朗読コンクール
『浜田廣介童話集』から「まぼろしの鳥」

東北6県（青森・秋田・岩手・宮城・山形・福島）在住の
高校生、または各県内の高校に在学中の高校生。
※高等専門学校生は1年生から3年生までとします。
同一高校からの応募人数制限は設けません。

浜田廣介「まぼろしの鳥」全文
（ハルキ文庫版『浜田廣介童話集』150～152頁）

平成28年7月28日（木）（当日必着）

応募資格

予選課題

応募締切



◎予選募集要項
東北６県（青森・秋田・岩手・宮城・山形・福島）在住の高校生、または各県内の高校に在学中の高校生。
※高等専門学校生は1年生から3年生までとします。同一高校からの応募人数制限は設けません。

浜田廣介「まぼろしの鳥」全文
（以下は、ハルキ文庫版『浜田廣介童話集』にもとづく。

150頁本文 1行目「ひとりの男が、公園をあるいていました。」から

152頁本文14行目「その目になみだをうかべました。」まで。）

※なお、『浜田広介全集』（集英社）等、別の本に収録されている本文によっても差し支えありませんが、
その場合は、使用した本文の出典データ（書名、発行年、出版社）を応募書類に明記してください。

山形大学教員からなる予選審査委員会が録音によって審査します。

上記課題文を朗読・録音し、下記応募受付まで郵送等で送付、あるいは直接持参をお願いします。
録音メディアは、CD－R/USBメモリーのいずれかとします。メディアには氏名を明記してください。
メディアは衝撃からの保護を施して、「高校生朗読コンクール応募」と朱書した封筒に入れてください。

平成28年7月28日（木）（当日必着）

●応募の際、以下の項目について記した紙を同封してください。書式は自由です。

　①氏名（よみがな）　②性別　③学校名、学年　④自宅住所・郵便番号　⑤自宅電話番号　　

　⑥（高校で取りまとめてご応募の場合）担当教員のお名前と電話・ファクス・電子メールアドレス等

　※記載情報は本学からの連絡のみに用い、他用途は転用しません。

●録音の最初に、学校名、学年、氏名を録音してください。

●予選の録音メディアの費用及び郵送料は自己負担とします。

●予選で大学に送付されたメディアは返却せず、本選後録音を消去します。

●予選は学内の教職員で構成した審査委員会が審査を行い、結果は全応募者に8月末までに自宅に郵送でお知らせします。

　（学校でとりまとめて応募いただいた場合は、学校にも結果をお知らせします）

●予選通過者を優秀賞として本選に招待します。なお、予選通過者名は公表します。

●文章中の地名や人名等の固有名詞の難読語等の読み方に限り問合せに応じます。

平成28年10月9日（日）13：00～17：00（時刻は予定）
遊学館（山形県生涯学習センター）ホール（〒990-0041  山形市緑町一丁目2-36）

浜田廣介氏の著書から、予選通過者それぞれに異なる部分を審査委員会が指定します。
●審査結果通知時にそれぞれの課題部分を指定します。

●作品の内容や量による審査の有利不利は起きないよう審査の際に配慮します。

●本選の審査は、学内のメンバーで構成した審査委員会が行います。

●本選の上位３名を山形大学学長賞として表彰します。他に特別賞・会場賞も設けます。

●本選は群読劇『恩讐の彼方に』上演とあわせた催しとして一般公開します（一般入場者応募の詳細は8月末ごろ公表します）。

●出場者の交通費は自己負担とします。

応募・お問合せ先

◎本選について

山形大学特別プロジェクト「いま、言葉を東北の灯に」
ともしび

第9回山形大学高校生朗読コンクール
平成28年10月9日（日）13：00～17：00

応募資格

予選課題

審査方法

応募方法

応募締切

備　　考

日　　時

会　　場

課　　題

備　　考

山形大学  エンロールメント・マネジメント部社会連携課  〒990-8560 山形市小白川町1-4-12
Tel：023-628-4016  Fax：023-628-4491  E-mail：embml＠jm.kj.yamagata-u.ac.jp
※電話によるお問合せは平日9：00～17：00にお願いします。



平成28年度 山形大学特別プロジェクト「いま、言葉を東北の灯（ともしび）に」 

群読劇 『恩讐の彼方に』 
  山形大学では、復興に向け東北の力を舞台芸術で結集する取り組みとし
て一般市民の皆さまと東北を応援する舞台を上演しています。 
５回目の上演となる今年度は、菊池寛原作の「恩讐の彼方に」を取り上げ
ます。 

お問合せ 
お申込み 

山形大学ｴﾝﾛｰﾙﾒﾝﾄ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ部社会連携課 
TEL：023-628-4016   FAX：023-628-4491   E-mail: embml@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 

 ６月２２日（水） 夜 
 ７月２７日（水） 夜  
 ８月 １日（月） 午後・夜 
 ８月 ２日（火） 午後・夜 
 ９月２８日（水） 夜 
１０月 ６日（木） 夜 
１０月 ７日（金） 夜 

会場：山形大学小白川キャンパス 会場：ゆうキャンパス・ステーション 

１０月 ８日（土）午後・夜 

１０月 ９日（日）13：00～17：00 

※第９回山形大学高校生朗読コンクールと同時開催 

会場：遊学館（山形県生涯学習センター） 
    ホール 

リハーサル 稽古 

本番 

※稽古・上演に係る経費等の負担を出演者にお願いすることは 
 ありませんが、稽古場・劇場への交通費等はご負担下さい。 
 また、出演料等はお支払いいたしません。 

※年齢や性別、演劇の経験の有無等は問いません。 

募集人数 20名（先着順） 

参加資格 本番と原則として稽古の  
       夜の部に参加可能な方 

過去の稽古・本番の様子 

申込〆切 

６/１５ 
まで 



〈申込先〉  山形大学ｴﾝﾛｰﾙﾒﾝﾄ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ部社会連携課 
 

         FAX：023-628-4491  TEL: 023-628-4016 

         E-mail：embml @jm.kj.yamagata-u.ac.jp 

平成28年度 山形大学特別プロジェクト「いま、言葉を東北の灯（ともしび）に」 
 

群読劇「恩讐の彼方に」出演申込書 
  
 
 

   お申し込みの際は、以下に必要事項をご記入の上、E-mailまたはFAXにて申込先まで 

  お送りください。 

   お電話でのお申込みも受付けます。    

※今回記載して頂いた個人情報は、この催しに関する事務処理のみに使用いたします。 

    

ふ り が な 

お  名  前   

性 別 年 齢 

男・女 歳 

ご  住  所 

〒       -   

  

連絡先電話番号 
ご 自 宅 ：    -     - 

携帯電話：    -     - 

F A X -      - 

Ｅ－ｍａｉｌ ＠ 
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山 形 大 学 

 

『平成２８年度奥の細道マイスター養成講座』について 

平成２８年度奥の細道マイスター養成講座の概要をお知らせします。

また、初級（マイスター養成講座）の募集を開始します。 

 

山形大学では平成24年度に「奥の細道マイスター事業」をスタートしました。 

元禄2年（1689年）の芭蕉のみちのくの旅を学んで東北の歴史・文化について語

ることのできるボランティアガイドの育成を行いつつ、大震災後の東北の文化によ

るネットワークを構築する取り組みです。 

初級・中級・上級の各講座を毎年1回開催します。マイスターを希望される方は初

級から受講を開始していただきます。初級は山形市山寺、中級は山形県庄内地方、

上級は宮城県内で実施します。 

 

 

◎平成２８年度の開講予定日と開催地は以下の通りです。 

【初級】 ７月1５日（金）～1７日（日）開催地：山形県山形市 

会場：山寺芭蕉記念館   ※1６日午後に特別講演を予定 

【中級】1１月1１日（金）～1３日（日）開催地：山形県鶴岡市(中心部と羽黒山) 

     会場：山形大学農学部   ※1２日午後に特別講演を予定 

【上級】12月 ２日（金）～ ４日（日） 開催地：宮城県多賀城市・松島町 

   会場：多賀城市市民活動サポートセンター 

松島文化観光交流館  ※３日午後に特別講演を予定 

 

※ 中級は過去の初級修了者、上級は過去の中級修了者を対象に開講されます。

ただし、特別講演はどなたでも受講していただけます。 

なお、中級・上級の概要・募集方法はそれぞれ後日公表します。 

 

 

 

 

 

（お問合せ先） 

 山形大学ＥＭ部社会連携課 

電話 ０２３－６２８－４８４３  



 

『平成２８年度奥の細道マイスター養成講座（初級）』 

 

【概 要】 

 

主  催：国立大学法人山形大学 

共  催：山寺芭蕉記念館指定管理者 

公益財団法人 山形市文化振興事業団 

  会  場：山寺芭蕉記念館（ＪＲ仙山線山寺駅下車徒歩12分） 

募集定員：マイスター養成講座３０名（先着順） 

      特別講演     ７０名（先着順） 

申込方法：マイスター養成講座 払込取扱票に必要事項を記入の上、最寄りの郵

便局で受講料を払込ください。 

特別講演      受講申込書に記入の上、郵送又はＦＡＸ 

受講料 ：マイスター養成講座 ２０００円（特別講演も含む） 

     特別講演       ５００円 

日  程：平成２８年 7月１５日（金）～１７日（日） 

 

第一日目：7月１５日（金） 

13:00～13:30 開講式・オリエンテーション 

（マイスター養成講座受講生のみ） 

    14:00～16:00 現地講座「立石寺見学」   

講師：荒木志伸山形大学准教授 

   

  第二日目：7月１６日（土） 

   9:30～10:30 現地講座「山寺芭蕉記念館展示資料解説」 

講師：相原一士山寺芭蕉記念館学芸員 

  10:45～11:45 実習「古典資料の取扱」 

講師：相原一士山寺芭蕉記念館学芸員 

      佐藤琴山形大学講師 

山本陽史山形大学教授 

13:00～14:30 特別講演「曽良随行日記から見る奥の細道の旅」 

             講師：山本陽史山形大学教授 

14:45～15:45 マイスター認定試験準備 

 

第三日目：7月１７日（日） 

   9:30～11:00 講義「芭蕉の生涯」 

             講師：山本陽史山形大学教授 

 11:00～12:00 マイスター認定試験準備 

  13:00～14:30 認定試験 

    15:00～15:30 講評・修了式 







平成２８年７月１６日  (土 ) 

13：00～14：30（受付 12：30～） 

お問合せ 
お申込み 

山形大学ｴﾝﾛｰﾙﾒﾝﾄ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ部社会連携課 

申込方法： 裏面受講申込書により郵送またはFAXでお申込みください。  

※事前のお申込みが必要です。  

 山形大学では、平成２４年度から一般市民を対象に、奥の細道についてのボランティア 

ガイドを養成する「奥の細道マイスター講座」を山形・宮城県内で開講しています。 

 平成２８年度のマイスター養成講座（初級）を開講するにあたり、講義の一部を特別講
演として広く一般に開放します。 

（電話） 023-628-4016 （FAX） 023-628-4491 
（メール） embml@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 

平成28年度 山形大学 奥の細道マイスター養成事業 

特 別 講 演 

共催 山寺芭蕉記念館指定管理者 公益財団法人 山形市文化振興事業団 

主催 国立大学法人 山形大学 

曽良随行日記から見る 
奥の細道の旅 

日 時 

講 師 

会 場 

申込締切： ７月８日（金）  

定員７０名 

（ 先 着 順 ） 

受講料：５００円 

受講料 



ふ り が な 

お  名  前 

  

（ 年齢） 

                          

  

  

          （      歳） 

性 別 

  

男・女 

  

  

ご  住  所 

  

  〒        - 

  

  

  

連絡先電話番号 

  

 ご  自 宅：（           ）       - 

  

 携帯電話：（           ）       - 

  

電子メール（任意） 

  

                       @ 

  

ファックス（任意） 

〈申込先〉 山形大学EM部社会連携課 
 

         FAX：023-628-4491 

         E-mail：embml@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 

「平成２８年度 奥の細道マイスター養成事業」 
特別講演 受講申込書 

※今回記載していただいた個人情報は、この催しに関する事務処理のみに 

 使用いたします。 

 お申し込みの際は、以下に必要事項をご記入の上、郵送またはFAXでお申込み

ください。 

申込
締切 

 平成２８年７月 ８日（金）  

特別講演の受付は、先着順となります。 



プレス発表資料                 

 

                               平成２８年５月１７日                  

山 形 大 学 

 

テニス東北学生春季トーナメント大会で本学学生が 

2連覇を達成しました 

宮城県内で開催されたテニスの東北学生春季トーナメント大会女子シングル

スで、地域教育文化学部2年の清水 優（しみず ゆう）さんが優勝し、２連覇を

達成しました。 

 

【概要】 

テニスの全日本学生選手権（インカレ）の予選を兼ねた東北学生春季トーナ

メント大会は４月２８日（木）～５月５日（木）に宮城県・泉総合運動場テニ

スコートほか2会場で開催されました。昨年度優勝の清水優さん（本学地域教育

文化学部スポーツ文化コース２年）は第1シードで出場し、５月４日（水）に行

われた女子シングルスの決勝で、東北福祉大学の選手と対戦してセットカウン

ト２-０で勝利し、大会２連覇を達成しました。 

また、第４シードとして出場したダブルスでは、惜しくも決勝で敗れました

が、準優勝という成績を収めています。 

 

 

 今回の優勝により、清水さんは今夏開催される全日本学生テニス選手権（イ

ンカレ）へ2年連続出場が決定しました。なお、山形大学校友会からインカレ出

場に係る遠征費補助が支給されます。 

 

 

（お問合せ先） 

地域教育文化学部事務室 

電話 ０２３－６２８－４３０４ 



 

 

 

プレス通知資料               （概 要） 
                                 

平 成 28 年 5 月 17 日 

山 形 大 学 

１． 第4回学長特別講演会シリーズ「山形から世界へ」を開催します 
本学の３つの使命「地域創生」、「次世代形成」、「多文化共生」を発信するため、昨年度から開催してい

る学長特別講演会を今年度も引き続き開催します。今回は、「これからの日本経済とイノベーションの必要性

～トヨタ・プリウスにみるイノベーションのあり方～」と題して、土井正巳特任教授に講演いただきます。 

 日時：平成２８年６月３日（金）１６：３０～１８：００ 

 会場：小白川キャンパス人文学部１号館３０１教室 

 ※詳細は別紙「チラシ」をご覧ください。 

 

２． 「Ｇ７茨城・つくば科学技術大臣会合 特別展」に出展します 
G７茨城・つくば科学技術大臣会合に出席する大臣や政府関係者にご覧いただくとともに、日本の最先端の科

学技術を、大臣会合終了後に一般公開いたします。山形大学は特別展の「オープンサイエンス」のテーマゾー

ンに出展し、有機材料システムのオープンイノベーションの世界的な拠点（COI推進拠点）であること、国際連

携の実績、更なる基礎研究から事業化推進までのイノベーション推進にむけて国際連携していることをアピー

ルします。 

 一般公開：平成２８年５月１８日（水）～５月２１日（土） 

 時 間：１０：００～１７：００（※２１日のみ１６：００まで） 

 会 場：つくば国際会議場1階多目的ホール 

 入場料：無料 

 主 催：内閣府／茨城県／つくば市／G7茨城・つくば科学技術大臣会合推進協議会 

  ※詳細は別紙「通知資料」をご覧ください。 

 

３． 「山形大学安達峰一郎研究プロジェクト」成果報告シンポジウム－世界の良心 安達峰一郎－について 
山形が生んだ世界的な偉人である安達峰一郎博士を核にした研究の成果報告として、学生のほか、一般市民

を対象にシンポジウムを開催します。 

 日時：平成２８年７月２日（土）１３：３０～１６：４５ 

 会場：ホテルメトロポリタン山形 

 対象：学生・一般市民（参加無料） 

    ※詳細は別紙「通知資料」をご覧ください 

 

４． クラゲマイスター養成講座（初級）／スライムマイスター養成講座（初級）のご案内 
やまがた『科学の花咲く』プロジェクトでは、地域や家庭で科学の不思議さや面白さを教える講師や補助者

になっていただくサイエンス・コミュニケーターとしてマイスターを養成しています。 

〇クラゲマイスター養成講座（初級） 

   日時：平成２８年６月１８日（土）～１９日（日）９：１０～ 

   場所：鶴岡市立加茂水族館 

 〇スライムマイスター養成講座（初級） 

   日程：平成２８年７月１０日（日）、１６日（土）、３１日（日）または８月６日（土） 

   場所：山形大学ＳＣＩＴＡセンター他 

  ※それぞれの詳細は別紙「チラシ」をご覧ください。 

 

 

 



 

 

５． 公開講座「映画・写真・絵画・文学におけるドキュメンタリーとフィクション」のご案内 

 日時：平成２８年６月２日（木）～２３日（木）１８：３０～２０：１０ 

 場所：人文学部１号館２階２０５教室 

 受講料：２，０００円 

  ※詳細は別紙「チラシ」をご覧ください。 

 

６． 山形大学都市・地域学研究所１５周年記念講演・祝賀会について 
 日時：平成２８年６月２６日（日）１３：００～ 

 会場：山形グランドホテル 

  ※詳細は別紙「チラシ」をご覧ください。 

 

７． 大学コンソーシアムやまがた「やまがた夜話」の開催 

「大学コンソーシアムやまがた」では、それぞれの得意分野で活躍している第一人者の方からお話ししていた

だく「やまがた夜話」を開催しています。 

６月は、「月山を学び、地域を知るⅡ」をテーマに、４人の講師が雪をかぶった美しい姿で人々を魅了する月

山について、その地形や文化・自然などを横断的に解説します。 

  ※詳細は別紙「チラシ」をご覧ください 

 

８． 「広
こう

開土
かいど

王
おう

碑
ひ

拓本
たくほん

」の特集展示を開催します 

平成２３年に小白川図書館において発見された「広開土王碑拓本」は、４世紀の日本の歴史、又戦前の歴史教

育を考える上で貴重な資料であることがわかりました。この度、山形大学附属博物館では、縦５３６．７cm×

横１７４．６cmの巨大な拓本を最新の研究成果とともに、特別展示いたします。 

  ※詳細は別紙「通知資料」をご覧ください。 

 



～トヨタ・プリウスにみるイノベーションのあり方～ 

2016年 
日 時 

 6月3日（金）     16:30-18:00 
    山形大学小白川キャンパス人文学部1号館301教室   

第2部 

  山形大学総務部総務課広報室 
  〒990-8560 山形市小白川町1-4-12 
  TEL：023-628-4008  FAX：023-628-4013 
  URL：http://www.yamagata-u.ac.jp 

お問い合わせ 

 第4回 学長特別講演会シリーズ 
       「山形から世界へ」 

これからの日本経済と 
イノベーションの必要性 

 <プログラム> 
 
   16:30 開会の挨拶  山形大学長 小山清人 
   16:40 講     演      
                                        ど     い   まさ   み 

                  講    師 ：    土 井 正 己 氏 
                    （山形大学特任教授(元トヨタ自動車グローバル広報担当部長）) 

      17:30  対     談  土井氏、小山学長 
       18:00  閉     会 

【講師プロフィール】 
 
 山形大学特任教授。1983年に大阪外国語大学（現大阪大学
外国語学部）卒業。2013年末まで、トヨタ自動車に31年間勤務。

主に広報分野、グローバル・マーケティング（宣伝）分野で活躍。
2000年から2004年まで チェコのプラハに駐在。帰国後、グ

ローバル・コミュニケーション室長、広報部担当部長を歴任。
2010年のトヨタのグローバル品質問題や2011年の震災対応な
どいくつもの危機を対応。2013年12月に論文「イノベーション

企業経営の在り方」を京都大学学術出版会発行のメルコ管理
会計研究に発表。現在、国際コンサル ティング・ファームであ

る「クレアブ」で、官公庁や企業のコンサルタント業務にも従事
するほか、NGO「ミレニアム・プロミス・ジャパン」の理事も務め
る。 
 

◆対 象：学生、高校生、一般（定員：210名） 
 
◆お申し込み方法： 
  住所、氏名（ふりがな）、年齢（学生は大学・学部・学科）、 
    電話番号 をご記入の上、メールでお申込みください。 
            【送信先：koho@jm.kj.yamagata-u.ac.jp】 
 
◆締 切：平成28年6月1日(水) 

会場へのアクセス ・ 
お申込みメールアドレスは 

こちらから 



山形大学 
学長特別講演会 
シリーズ 

「山形から世界へ」 

  「山形から世界に通用する技術やプロダクト・学術研究
をどんどん生み出そう。そして、山形を元気にして地域創
生につなげよう」というコンセプトを、より広く発信し定着さ
せるため、学生、教職員、高校生、一般市民を対象とし
た学長主催の特別講演会を定期的に開催しています。 
  

【講師よりメッセージ】 
   
  世界初の量産ハイブリッド車「プリウス」は、1997年に生まれた。 
この開発背景から「イノベーション」を生み出す企業の原動力とは
何か、そしてそれがビジネスとして成功するにはどういう工程が必
要となるのかを説明する。さらには、現在の世界と日本の経済課
題から、今後の日本経済の在るべき姿と「イノベーションの役割」を

解説する。 
 
 
 
 
 
 

   土 井 正 己 （山形大学特任教授（元トヨタ自動車グローバル広報担当部長）） 
 

  これからの日本経済とイノベーションの必要性 
      ～トヨタ・プリウスに見るイノベーションのあり方～ 

第４回講演 

事前申込制・先着順（定員210名） 

 交通・会場ご案内 

ＪＲ山形駅下車、バスで約１０分 
※駐車場がございません。山形大学シャトルバス
か公共交通機関をご利用下さい。 

 

住所、氏名（ふりがな）、年齢  （学生は大学・学

部・学科）、電話番号をご記入の上、メールで
お申込み下さい。 
 

  送信先： 山形大学広報室 
koho@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 

   

  山形大学では、 「地域創生」、「次世
代形成」、「多文化共生」 の３つを使
命として掲げ、改革を推進しています。 



 

                                  

プレス通知資料   

                                      

                                   平成２８年５月１７日                  

山 形 大 学 

 

「Ｇ７茨城・つくば科学技術大臣会合 特別展」に出展します。 
 

G7茨城・つくば科学技術大臣会合に出席する大臣や政府関係者にご覧いただくとともに、日本

の最先端の科学技術を、大臣会合終了後に一般公開いたします。山形大学は特別展の「オープ

ンサイエンス」のテーマゾーンに出展いたします。G7科学技術大臣と政府関係者等にむけて山

形大学が有機材料システムのオープンイノベーションの世界的な拠点（COI推進拠点）である

こと、国際連携の実績、更なる基礎研究から事業化推進までのイノベーション推進にむけて国

際連携していることをアピールします。また、一般公開でも有機材料システムのオープンイノ

ベーションの世界的な拠点であることをアピールします。 

 

【名称】G7茨城・つくば科学技術大臣会合特別展 

【会場】つくば国際会議場1階多目的ホール 

【一般公開】平成28年5月18日（水曜日）～5月21日（土曜日） 

【時間】10時00分～17時00分（※21日のみ16時00分まで） 

【入 場 料】 無料 

【主催】内閣府／茨城県／つくば市／G7茨城・つくば科学技術大臣会合推進協議会 

http://www.pref.ibaraki.jp/g7/j/index/event/exhibition.html 

【山形大学ブース場所・内容】特別展 Aゾーン A-24 

 

山形大学は、有機材料・有機エレクトロニクス分野の6研究センター1実証施設を活用し、Society 

5.0達成に向け、COIプログラム（文部科学省、科学技術振興機構）や国際連携（Organic 

Electronics Saxonyなど）でのオープンイノベーションで、新融合領域「有機材料システム」

の社会実装に向けた研究開発を先導しています。そこで開発されたフレキシブル有機EL照明、

ヘルスケアデバイス、有機太陽電池、有機ICT、革新的製造法による印刷電子回路シートなどを

展示します。 

 

 

 

お問い合わせ先  

山形大学 工学部長特別補佐 高橋辰宏教授 

電話： 0238-26-3585 

携帯電話： 090-7339-4650 

 

 
 
資料添付（別添特別展パンフレット） 





世界が見た、
茨城・つくばの
最先端科学技術を
体験しよう！

G7 茨城・つくば科学技術大臣会合 特別展

狩猟社会、農耕社会、工業社会、情報社会に続く、
新たな経済・社会 (Society5.0) へ向けた最先端研究に迫る特別展

つくば国際会議場 １F多目的ホール

一般公開

5.18（水）ー （土）5.21 10:00-17:00
（最終日 21 日 ( 土 ) 16:00終了）

2016.

入場
無料

G7 茨城・つくば科学技術大臣会合推進協議会事務局
〒310-8555 茨城県水戸市笠原町 978-6　Tel / 029-301-2858
E-Mail / g7stm@pref.ibaraki.lg.jp問合せ 検索

主催：内閣府／茨城県／つくば市／G7茨城・つくば科学技術大臣会合推進協議会

来場された方に

をプレゼントします

各日先着 77名様

特製マスキングテープ



G7 茨城・つくば科学技術大臣会合 特別展
G7 茨城・つくば科学技術大臣会合に出席する大臣や政府関係者に向けて開催した展示の一部を、「G7茨城・

つくば科学技術大臣会合　特別展」として大臣会合終了後に一般公開します！！

　狩猟社会、農耕社会、工業社会、情報社会に続く、新しい社会「Society5.0」。
　必要なもの・こと（サービス）を、『必要な人に、必要な時に、必要なだけ提供』でき、社
会の様々なニーズにきめ細やかに、かつ効率的に対応できる社会「Society5.0」をテーマに、日々
研究されているつくばの科学技術の最先端研究を集めました。
　５つのサブテーマ「宇宙・海洋」「災害に対するレジリエンス」「オープンサイエンス」「グ
ローバルヘルス」「農業、気候、土木等」ごとに集められた日本の最先端科学技術がご覧いた
だけます。

「宇宙・海洋」ゾーン

温室効果ガス観測技術衛星（GOSAT）模型／
しんかい 6500 ／深海用プロファイルリングフロート
「Deep NINJA」　等

「災害に対するレジリエンス」    
 ゾーン

小型移動検査ロボットDIR-3 ／ IrucaTact　等

「オープンサイエンス」
 ゾーン

ジェットエンジン用超合金タービンブレード　等

SPACE / OCEAN

RESIRLIENCE TO AN ACCIDENT

OPEN SCIENCE

AGRICULTURE / THE CLIMATE / ENGINEERING WORKS

GLOBAL HEALTH

「グローバルヘルス」ゾーン

ロボットスーツＨＡＬ／身体性変換スーツ「CHILDHOOD」
／自動走行車いす　等

「農業／気候／土木等」
 ゾーン

光るシルクで作った帯／低炭素型のコンクリート／リグニ
ンを用いた自動車用部材　等

そのほか

つくば国際戦略総合特区 プロジェクト紹介

大臣会合推進協議会に対する協賛企業・団体の取組紹介  等

Sosiety
5.0

G7 茨城・つくば科学技術大臣会合とは
　2016 年 ( 平成 28 年 )5 月 26 日 ( 木 ) ～ 27 日 ( 金 ) に伊勢志摩サミットが三重県志摩市で開催されます。2008 年 ( 平成 10 年 ) の北海道洞爺湖サ
ミット以来 8年ぶりとなる、日本が議長国となる主要国首脳会議です。
　この首脳会議に関連して、国内 10 都市で関係閣僚会合が開催されます。その中の１つ、科学技術大臣会合が茨城県つくば市で開催されることと
なりました。サミットという世界最高峰の国際会議に併せて開催される、極めて注目度の高い国際会議であり、世界各国の要人のほか、関係者・メディ
ア等多くの方が本県を訪れることが見込まれています。

一般公開日時　　2016 年 5月 18 日 ( 水 ) ～ 21 日（土）10：00－17：00
（最終日 21 日 ( 土 ) 16:00 終了）

会　　　　場　　つくば国際会議場　1F 多目的ホール

展示テーマ

※都合により、展示内容を変更する場合がございます。何卒ご了承ください。



 

 
 

                                  

プレス通知資料 
 

平成２８年５月１７日                  

山 形 大 学 

「山形大学安達峰一郎研究プロジェクト」成果報告シンポジウム 

―世界の良心 安達峰一郎― 

山形が生んだ世界的な偉人である安達峰一郎博士を核にした研究の成果報告とし

て、学生・高校生のほか、一般市民を対象にシンポジウムを開催します。 

 

  山形大学では、山形が生んだ世界的な偉人、安達峰一郎博士の業績を正当に評価し、

山形県民の誇りとなるよう、平成２４年１１月に全国の研究者１０名によるプロジェ

クトを立ち上げ、研究を進めております。 

このたび、本プロジェクトが最終年度を迎えることとなり、これまでの研究の成果

報告として、安達博士の地元である山形においてシンポジウムを開催いたします。 

 

◆実施概要 

 

 日時：平成２８年７月２日（土）１３：３０～１６：４５ 

 会場：ホテルメトロポリタン山形 

 内容： 

◎成果報告 

   １．「真の『国際人』安達峰一郎が追い求めたもの 

―その苦闘及び功績と現代的意義」 

                    東北大学理事 植木 俊哉 

   ２．「安達峰一郎と戦間期ヨーロッパ協調」 

                    広島大学教授 牧野 雅彦 

   ３．「安達峰一郎に関する一次史料 ―海外における物を中心として―」 

                    放送大学教授 柳原 正治 

   ４．「国際連盟における安達峰一郎」 

                    早稲田大学教授 篠原 初枝 

  ◎パネルディスカッション 

    テーマ：「戦間期国際秩序と安達峰一郎」 

    ファシリテータ：山形大学理事 阿部 宏慈 

            山形大学人文学部教授 北川 忠明 

 対象：一般・学生・高校生（参加無料） 

 

  ＊終了後に参加者による情報交換会を行います。 

 
 

 
（お問合せ先） 

 総務部総務課総務担当 

電話 023-628-4006 



20

20

　

　やまがた『科学の花咲く』プロジェクトでは、地域や家庭で科学の不思議さや面白さを教える講師や補助者になって

いただくサイエンス・コミュニケーターとしてマイスターを養成しています。この度、第７期クラゲマイスター養成講座

を鶴岡市立加茂水族館の協力を得て、下記のとおり開講します。様々な種類のクラゲについて、その生態や安全な

関わり方などを学び、地域のイベントや科学体験教室でクラゲの魅力を発信するボランティア活動をしてみませんか？　

平成２８年

６月１８日（土）

平成２８年６月３日（金）　

担当：清野・伊藤・小幡

  
 　　７月３１日(日)

９:１０～１５:４０

※いずれも９:００～１６:００

　　　イオンモール三川

　鶴岡市立加茂水族館
(鶴岡市今泉字大久保657-1)

（山形県東田川郡三川町大字
猪子字和田庫１２８‐１）

日時・場所　　　　　　　　　　　　　講　座　内　容　　　　　　　　　　　　　　　　講　師

９月１８日(日)

開講式・　やまがた『科学の花咲く』プロジェクトの概要説明

自己紹介　　　　　　　　　　　

クラゲに対する安全講座～カギノテクラゲの刺傷被害について～

クラゲ学習会「クラゲってなーに？」

加茂水族館のクラゲ展示の歴史　 

安全講習・クラゲ採取　※実際に海でクラゲを採取します

有櫛クラゲは現生で最も原始的な多細胞動物なのか？

マイスター活動の報告等

鉢クラゲの生活環と”筋肉”の発達過程

準備および実施指導
イオンモール三川、または日本一の芋煮会フェスティバルの
いずれかで、指導者として実施

日本一の芋煮会フェスティバル
(馬見ヶ崎河川敷　双月橋付近)

または

応募資格／高校生以上

締　　切／

定　　員／ 名(応募者多数の場合には抽選となります）

やまがた『科学の花咲く』プロジェクト事務局
  〒９９０-８５６０　山形市小白川町一丁目４-１２　山形大学SCITAセンター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   TEL・FAX 　 (０２３)６２８－４５１７

E-mail：kagaku-scita@sci.kj.yamagata-u.ac.jp

HP: http://mirai.scita.jp/~chiiki/

やまがた『科学の花咲く』プロジェクト（山形大学) 、イオンモール三川

６月１９日(日)

７

閉会・受講者の感想・ボランティア活動等についての説明

光るクラゲの秘密

９:１０～１６:１０

　鶴岡市立加茂水族館
(鶴岡市今泉字大久保657-1)

申込方法／裏面受講申込書をご提出ください。

受 講 料／

【1日目】

【2日目】

　清野 惠一

　（鶴岡市立荘内病院　医師）

　鶴岡市立加茂水族館

　鶴岡市立加茂水族館

　上級クラゲマイスター

　半澤 直人

　中内 祐二

　上級クラゲマイスター

　栗山 恭直

　清野 惠一

（コーディネーター）

（山形大学 学術研究院 教授(理学部担当)）

（コーディネーター）

（山形大学 学術研究院 助教(理学部担当)）

（山形大学 学術研究院 教授(理学部担当)）

　吉田 宏



平成２８年 ６月３日（金）

〒９９０-８５６０ 山形市小白川町一丁目４-１２ 山形大学SCITAセンター
TEL･FAX　:　（０２３）６２８-４５１７

E-mail：kagaku-scita@sci.kj.yamagata-u.ac.jp
HP：http://mirai.scita.jp/~chiiki/　　担当：清野･伊藤･小幡

7

　　ふりがな
      氏　　名 ( 所  属  機  関 ）　 （ 職  名 ） 住  所   ・   連  絡  先

生  年  月  日　　　  

大正
昭和
平成

年　　月　　日

性  別

〒

TEL   (                )              －
FAX   (                )             －
E-mail

応募動機に関して
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　　ふりがな
      氏　　名 ( 所  属  機  関 ）　 （ 職  名 ） 先  絡  連   ・   所  住

生  年  月  日　　　  

大正
昭和
平成

年　　月　　日

性  別

〒

TEL   (                )              －
FAX   (                )             －
E-mail

応募動機に関して









会 場

お申し込み対 象

アクセスゆうキャンパス・ステーション
（山形むらきさわビル１階）

高校生・学生・一般市民

入場無料 定員：５０名

山形駅東口より徒歩１分

電話又はチラシ裏面の参加
申込書に必要事項を記入の
上Ｆａｘ，郵送、メール等でお
申し込みください。

〒９９０－００３９ 山形市香澄町１－３－１５ 山形むらきさわビル１階
℡：023-628-4842  FAX:023-628-4820
E-mail:unicon@jm.kj.yamagata-u.ac.jp

お申込み・お問合せ

大学コンソーシアムやまがた主 催

テーマ 「月山を学び、地域を知るⅡ」
雪をかぶった美しい姿で、人々を魅了する月山。登ったことがある方も少なく

ないでしょう。その地形や文化・自然などを横断的に学ぶことが、自分たちが

暮らす地域の成り立ちをより深く知り、これからを考えることにつながる。

－ 引続きそんな思いで話すシリーズ第２弾です。

（写真：月山マイスター田中秀樹さん 撮影）



FAX：023-628-4820
大学コンソーシアムやまがた事務局 行き

やまがた夜話に参加申込みをします。

参加日

参加希望日に☑、又は日付を〇で囲んでください。

□ 平成２８年 ６月 １日（水） 講師： 阿部 修 氏

□ 平成２８年 ６月 ８日（水） 講師： 児玉 勝義 氏

□ 平成２８年 ６月 １５日（水） 講師： 佐藤 琴 氏

□ 平成２８年 ６月 ２２日（水） 講師： 橋本 智雄 氏

住 所

〒

氏 名

連絡先
TEL

E-mail

所 属

必要事項を明記の上、FAX・郵送またはE-mailにてお申込ください。

申込締切日：それぞれの夜話前日までにお申込をお願いいたします。

・受講申込者が定員を超えた場合は、入場をお断りさせていただく場合がございます。

・この申込書にご記入いただいた情報は、今回の講座を受講するために必要な事務連絡等に使用すると共に、

参加者名簿の作成にのみ使用させていただきます。

【お申込み・お問合せ先】

大学コンソーシアムやまがた ゆうキャンパス・ステーション

〒９９０－００３９ 山形市香澄町１－３－１５ 山形むらきさわビル１階

TEL:０２３－６２８－４８４２ FAX:０２３－６２８－４８２０ E-mail:unicon@jm.kj.yamagata-u.ac.jp



 

                                  

プレス通知資料 

 

平成２８年５月１７日                  

山 形 大 学 

「広
こう

開土
か い ど

王
おう

碑
ひ

拓本
たくほん

」の特集展示を開催します 

平成２３年に小白川図書館において発見された「広開土王碑拓本」は、４世紀の

日本の歴史、又戦前の歴史教育を考える上で貴重な資料であることがわかりまし

た。この度、山形大学附属博物館では、縦５３６．７cm×横１７４．６cmの巨大

な拓本を最新の研究成果とともに、特別展示いたします。 

 

 ５月２８日（土）山形大学において開催される第六十五回東北中国学会大会に

合わせ、山形大学附属博物館で特別展示を開催します。 

 また、関連行事として５月２０日（金）に国立歴史民俗博物館准教授の三上喜

孝氏をお招きしてミニ講演会「広開土王碑拓本の研究最前線」を開催します。 

なお、５月２８日（土）は臨時開館します。学会参加者および地域の皆様のご

来館をお待ちしております。 

 

【実施概要】 

主 催 山形大学附属博物館 

協 力 小白川図書館 

日 時 平成２８年５月２０日（金）～６月２０日（月） 

開館時間 ９時３０分～１７時 

休 館 日 毎週土・日・祝日  

※但し５月２８日（土）は臨時開館（１１時～１７時） 

 

【関連行事】 

ミニ講演会「広開土王碑拓本の研究最前線」 

日  時 平成２８年５月２０日（金）１６時３０分～１７時３０分 

場  所 人文学部１階１０１教室 

講  師 三上 喜孝（国立歴史民俗博物館准教授） 

事前申込不要・参加費無料 

 当日は１８時まで延長開館 

 

 

 

 

（お問合せ先） 

 山形大学附属博物館 

電話 023－628－4930 

E-mail：hakukan@jm.kj.yamagata-u.ac.jp 



《ミニ講演会》
「広開土王碑拓本の研究最前線」
日時：平成２８年５月２０日（金）
　　　１６時３０分から１７時３０分
場所：人文学部１号館１階
　　　１０１教室
講師：三上　喜孝
　　　　　　　　（国立歴史民俗博物館准教授）
事前申し込み不要・参加費無料

問合わせ
　山形大学附属博物館
　〒990-8560
    山形県山形市小白川町 1-4-12
　人文学部１号館１階
　TEL　023-628-4930
　FAX　023-628-4668
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《ミニ講演会》
「広開土王碑拓本の研究最前線」
日時：平成２８年５月２０日（金）
　　 １６時３０分から１７時３０分
場所：人文学部１号館１階
　　　１０１教室
講師：三上　喜孝
　　　　　　　　（国立歴史民俗博物館准教授）
事前申し込み不要・参加費無料

問合わせ
山形大学附属博物館
〒990-8560
   山形県山形市小白川町 1-4-12
人文学部１号館１階
TEL 02323-6-62828-4-493930
FAXAX　023233-6-666628222828-444668
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 図版：鶴岡致道館蔵版木版漢籍復刊『尚書』蔡仲之命 より © aramiya2016 

山形大学附属博物館では、当大会の開催にあわせて本学所蔵の「広開土王碑
拓本」の展示を行います（入場無料）。この機会に、ぜひご来場ください。 

  5月28日(土）の開館時間  11:00～17:00 

 
  

 

 

 
 

第六十五回 東北中国学会 大会 

  公 開 講 演 

日時 ５月２８日（土） １４時３０分より 

会場 山形大学人文学部１号館 ３０１教室 

主催 東北中国学会・漢字文化振興協会 

後援 山形大学人文学部後援会 

 

問い合わせ先 

〒990-8560 山形市小白川町1-4-12 山形大学人文学部内 

東北中国学会山形支部  新宮研究室 TEL 023-628-4239 

https://sites.google.com/site/dongbeizhongguoxuehui/next 


